
オンザページ代表取締役会⾧CEOの渋谷でございます。
よろしくお願いいたします。

本日は、おいそがしいなか、弊社決算説明会にご参加を賜り、
誠にありがとうございます。

まずは、決算説明の前に、
2026年4月1日より始動いたしました、
弊社オンザページについて、
改めてご参加のみなさまにご説明させていただきます。





まず、 株式会社オンザページの社名とロゴマークについてご説明いたします。

結婚式は、新郎新婦だけでなく、家族や友人、
これまで出会ってきた人々が集い、感情を共有するその瞬間は、
人生の「その1ページ」として記憶に残り続けます。

オンザページは、そうした結婚式の価値を起点に、
結婚の前後に広がる人生の時間にも寄り添っていきたいと考えています。

結婚の準備期間、結婚後の暮らしなど人生の節目節目で、
また選んでいただける存在でありたい。

「ON THE PAGE」という社名には、人生の物語が更新される
瞬間に立ち会い続ける会社でありたい、という想いを込めております。

ロゴマークにつきましては、人生の物語が綴られた
一冊の本が開かれる瞬間をモチーフにしております。

さまざまなページが重なり、開かれていく形状は、
人生の節目ごとに新たな物語が加わっていく様子を表現しております。



続いて、事業内容についてご説明いたします。
ブライダル事業、レストラン特化型事業、建築不動産事業の
3つの事業にて運営してまいります。

まず、ブライダル事業は、
会場のご案内から結婚式当日のプランニング、
料理や引出物の選定、当日の運営まで、
結婚式に関する総合的なプロデュースを行っております。

また、全国にドレスショップを展開し、
婚礼衣裳のレンタル・販売を行っております。
婚礼飲食や宴会飲食を提供するほか、一部の婚礼施設においては、
平日にランチ・ディナー営業を行っております。

次に、レストラン特化型事業は、 ランチ・ディナー・宴会に特化した
レストラン運営を行っております。
高級店からカジュアルレストランまで幅広い顧客に飲食を提供いたします。
ブライダル事業のレストラン部門における
全体レベルの底上げにも貢献しております。

そして、建築不動産事業は、
設計から施工、施工管理までを一貫して手がけております。
材木屋として培った確かな知見と技術力を基盤に、
戸建住宅から官公庁工事まで幅広い実績を有しております。

重要文化財の保存修復からモダンなデザイナーズ住宅まで、
用途や時代性に応じて柔軟に対応し、ワンチームで現場に向き合い、
お客さまの想いを細部までかたちにしております。



続いて、 株式会社オンザページが描く成⾧ストーリーについて、ご説明いたします。
我々オンザページは、大地に根を張った可能性の『種』です。

ブライダル事業を主軸にしながらも、
レストラン特化型事業・建築不動産事業を合わせ持ち、

複数のグループ企業を有するオンザページだからこそ、
豊かな資源すべてを活力に変えることができ、
自身のビジネスモデルを『大樹』のように力強く幹を太らせながら、
さまざまな事業を枝のように広げ、成⾧し続けていきます。

成⾧したオンザページの『大樹』からは新たな事業の可能性を生む『種』が実り、
その『種』が『土壌』に落ち、 新たなビジネスの芽を出すことで、
オンザページは独自の生態系を作っていきます。

豊かな経営資源や資本力、顧客基盤、
空間再生力の『土壌』を有するTKPグループとして、
空間ビジネスを軸としたBtoB・BtoCの領域が循環する
プラットフォームを構築することによって、
私たちオンザページは他に類を見ない存在へと進化を遂げていきます。

続いて、荻野より2026年12月期 第1四半期決算について、
ご説明いたします。
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オンザページ代表取締役社⾧COOの荻野でございます。
よろしくお願いいたします。

こちらが本日のアジェンダです。

まずは、2026年12月期 第1四半期決算のサマリーについて、
ご説明いたします。
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2026年12月期 第1四半期決算のサマリーから、ご説明いたします。

なお、当第1四半期におきましては、
旧ノバレーゼの2026年1月から3月における実績を開示しております。
旧エスクリの業績を加算した実績につきましては、
当第2四半期より開示いたしますので、
予めご了承くださいますよう、お願い申し上げます。

1点目、ブライダル事業が好調に推移し、
営業利益は増益で着地いたしました。
売上収益は、前年同期比プラス13.9％で増収、
営業利益は、前年同期比プラス1億1,900万円で、
前年同期の赤字幅を縮小いたしました。

2点目、施行組数および受注残組数ともに前年同期から伸⾧いたしました。
なお、平均ゲスト数は、前年同期比マイナス1.4％の55.3人で着地したものの、
当期受注残における状況は堅調に推移している状況です。

詳細につきましては、以降のスライドでご説明いたします。

次のスライドをお願いいたします。



主要なKPIについて、ご説明いたします。

売上収益は、前年同期比プラス13.9％、計画比プラス1.1％の47億3,800万円、
営業損失は、前年同期比プラス1億1,900万円、
計画比プラス9,300万円のマイナス3,500万円、
親会社の所有者に帰属する四半期損失は、前年同期比マイナス100万円、
計画比プラス2,800万円のマイナス1億2,200万円となりました。

施行組数は、前年同期比プラス6.7％、計画比マイナス0.3％の945組、
平均ゲスト数は、前年同期比マイナス1.4％、計画比プラス0.1％の55.3人、
平均組単価は、前年同期比プラス6.0％、
計画比プラス2.4％の384万8,000円となりました。

続いて、決算の概要について、ご説明します。
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連結損益計算書はご覧のとおりです。
営業利益の増減要因につきましては、
以降のスライドでご説明いたします。

なお、税引前四半期損失は前年同期比で赤字幅が縮小しているものの、
前期末に計上した賞与引当金等の取り崩し等により、
法人税等調整額が減少したため、
親会社の所有者に帰属する四半期損失は、
前年同期比でマイナス100万円の着地となっております。



営業利益の前年同期に対する増減分析について、ご説明いたします。

施行組数、平均組単価が利益の伸⾧に大きく貢献しました。
なお、2026年3月および4月に開業した2店舗の
新規出店に係る費用等を8,600万円、
この度の合併プロジェクトに係る費用を
1億200万円計上したものの、
前年同期から赤字幅を縮小し、着地しております。



営業利益の計画に対する増減分析について、ご説明いたします。
前年同期の増減要因でもご説明した平均組単価の伸⾧が、
当初計画も上回って着地いたしました。

なお、先ほどご説明した合併プロジェクト関連費用につきましては、
前年同期では費用の増加要因となったものの、
当初予算を下回って着地しております。



四半期業績の推移は、ご覧のとおりです。

15ページでは売上収益と施行組数における推移を、
16ページでは営業損益と営業損益率の推移を掲載しております。



結婚式は、気候が穏やかで祝日の多い春と秋が人気です。
そのため、いずれのグラフにおいても、
第2・第4四半期の比重が高くなっており、
当期におきましても同様の推移となる見込みです。



セグメント別の状況について、ご説明いたします。

ブライダル事業の売上収益は、
施行組数の増加や婚礼の商品・料飲の販売促進施策の貢献等により
平均組単価が上昇したことから増収となりました。
セグメント利益は、当期開業した2店舗に係る費用の増加等が影響したものの、
売上収益の増加に伴う固定費比率の低下や、
各部門における利益率向上により増益となりました。

レストラン特化型事業の売上収益は、
既存店および前年から前期開業の新店が好調に推移したこと等により、
前年同期比プラス14.9％の3億6,700万円で増収となったものの、
セグメント利益は、当第1四半期に閉鎖した1店舗に係る
損失を計上した影響により、微減で着地しております。



セグメント別の売上収益は、ご覧のとおりです。
当第1四半期は、すべてのセグメントにおいて増収で着地をいたしました。

婚礼プロデュース部門および婚礼衣裳部門における詳細は、
以降のページでご説明いたします。



婚礼プロデュース部門の状況について、ご説明いたします。

売上収益は前年同期比プラス13.0％の20億9,800万円となり、
施行組数、平均組単価が増収に大きく寄与しました。

平均ゲスト数において、一部既存店における一時的な減少が見られたものの、
好調に推移している店舗も数多くあり、
受注残における平均ゲスト数の見込みは堅調に推移しております。

また、新規来館組数がにおいて、3月単月における集客が
一部既存店で落ち込んだことにより減少いたしましたが、
受注率は好調を維持しており、前年同期比を上回る水準で推移しております。

今後は、オンザページが有する施設ネットワークを最大限に活用し、
相互送客や併売効果の向上が見込めること、
また、必要に応じた改装・修繕の実施や、
平日のイベント開催による認知拡大などの施策により、
既存店の上積みに努めてまいります。



主要KPIの推移と今後の見通しについて、ご説明いたします。

コロナ禍前の2019年12月期から、
コロナ禍後の2026年12月期までの期間における、
各種KPIの推移を記載しています。

平均組単価は上昇傾向を維持しており、
平均ゲスト数の増加や単価アップの余地があることから、
引き続きさらなる利益率向上に期待できる状況です。



平均組単価の伸⾧に寄与している、
婚礼アイテムの前年同期比の増減率を記載しております。

コロナ禍以降、平均組単価は上昇トレンドを維持していますが、
ブライダル業界全体においても同様の傾向が見られることから、
平均組単価は、2026年以降も中⾧期的に伸⾧することが予想され、
収益性向上への継続的な貢献に期待できます。

なお、当社における婚礼アイテムの内製化比率は、
現時点でも他社と比較すると高い水準にありますが、
今後さらなる向上の余地があると認識しております。
詳細はのちほどご説明いたします。

先般から申し上げておりますが、平均組単価の向上に努める一方で、
結婚式のクオリティも高めていく必要性があると感じています。
業界全体で結婚式のクオリティの底上げを図ることで、
結婚式を実施したいと思うお客様を少しでも増やしていくことは、
今後の業界にとって重要な取り組みだと捉えています。

新郎新婦様の期待に応えるような商品だけではなく、
参列されるゲストの皆様に直接関係するアイテムや料理に対しても、
さらなる高付加価値化を追求し、満足度向上に努めていきたいと考えています。



平日の施設稼働アップに向けた取り組みについて、ご説明いたします。
地代家賃等の固定費を希薄化し、利益率向上に大きく寄与することから、
施設稼働状況の向上は弊社としても重要な施策として捉えております。

一点目、ティーケーピー社との送客連携が順調に推移しております。
送客実績は、前年同期比で4.8倍となっており、
順調に増加傾向を維持しております。
今後は、オンザページが有する施設ネットワークを最大限に活用し、
さらなる送客数の増加および受注活動の強化を図ります。

二点目、婚礼施設における期間限定レストランイベントが好調です。
過去好評だったイベントの全国展開等の施策が奏功したことで、
売上実績は、前年同期比プラス45.0％で着地し、
売上収益および利益の増加に貢献しました。

さらなるイベント実施施設の増加や、新規イベントの開催等により、
今後の展開にも期待できる状況です。



婚礼衣裳部門の状況について、ご説明いたします。

売上収益は前年同期比プラス12.4％の7億8,900万円となりました。
受注組数は、当第1四半期における婚礼プロデュース部門の受注組数低下、
および一部店舗における自社施行の受注活動が伸び悩んだことにより
減少したものの、平均組単価が伸⾧したことにより、
増収で着地しております。



貸借対照表およびキャッシュ・フロー計算書は、ご覧の通りです。

以上、決算の概要についてご説明いたしました。
続いて、渋谷より今期の主な取り組みについてご説明いたします。
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続いて、経営統合の目的及び進捗についてご説明いたします。

こちらの5項目に沿って、
現在までに取り組んでいることの進捗状況や、
今後期待できる効果の詳細について、ご説明いたします。



一点目に、婚礼施設ネットワークの拡大についてです。

集客・受注活動の費用対効果向上のため、
ゼクシィなどの既存媒体だけでなく、SNSを活用した集客・受注施策を計画し、
コスト圧縮に向けた交渉を継続しております。

同一エリア内での相互送客・併売の取り組みに関しては、
相互送客による成約数は堅調に推移しており、
さらなる実績増大を図るべく連携を強化しております。

また、営業スタイルの最適化による、全社的な受注率の底上げについては、
段階的に施策を実行し、受注率向上・キャンセル率低下を目指しております。

二点目に、知名度と競合優位性の確保についてです。
業界最大手のポジション獲得を目指し、収益基盤の強化を図っております。

さらなる事業拡張に向け、
能動的かつ積極的な情報収集を継続することにより、
M&Aや業務提携における候補先として、
同業他社と比較して優先権を獲得しやすい状況となります。



三点目に、内製化率の向上についてです。

お示しの表のとおり、建築不動産、写真映像、
ギフト、参列衣裳、広告宣伝、旅行の分野において、
順次内製化を進めております。



四点目に、スケールメリットの享受とコスト削減についてです。

仕入調達力を強化することで、単なるコストダウンの効果だけでなく、
これまでと同じ原価で、よりお客様にご満足いただける商品や料理、
サービスを提供することが可能となります。

結果として、さらなる顧客満足度の向上も期待できると考え、
中⾧期的な収益貢献も視野に入れ、取引先との協議を継続しております。

五点目に、人材とノウハウの相互補完、
新規事業領域の拡大、M&Aの活用についてです。
すでに、弊社を含めティーケーピーグループ全体で、
採用力強化を目的とした実務者間協議が実施されており、
活発に相互交流・情報交換を適宜実施しております。

また、今回の合併を機に、
顧客情報を最大限活用するための専任部署を設置いたしました。
今後のオンザページにおける、
成⾧ドライバーとしての貢献を見込んでおり、
収益貢献に期待できる既存システムの向上・拡張を計画しております。



続いて、今後の営業本部組織の統合スケジュールについて、
ご説明いたします。

営業本部に関しては、旧ノバレーゼの組織を第一営業本部、
旧エスクリの営業組織を第二営業本部とし、
一旦は従来の体制を引き継いでおります。

一方で、すでに両組織の統合に向けた、
全体最適化の取り組みはスタートしており、広告宣伝活動や相互送客など、
経営統合のメリットを早期に生み出すことができる領域については、
各種施策を実行に移しております。

企業文化や営業スタイルに対する価値観など、
統合に一定の時間を要する点においては、上流から下流に至るまで、
相互理解を深める取り組みを全社的に実施しつつ、
オンザページとしての最適解を醸成していきます。

現時点では、今年7月の営業本部統合を想定したスケジュールとしており、
営業本部組織の統合後は、営業スタイルの全体最適化および
シナジーの創出を図るべく、
人材交流やナレッジ共有等を促進する取り組みを実施する予定です。

進捗は、決算説明会などの場で、適宜ご報告いたします。
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続いて、オンザページのグループ会社における取り組みについて
ご説明いたします。

建築不動産関連事業の株式会社渋谷、
ギフト・コンサルティング事業の株式会社タイムレス、
婚礼演出映像制作の株式会社マリーマーブル、
婚礼装花の株式会社花乃店千樹園、
広告代理店の株式会社Do、
パーティドレス等レンタルの株式会社アンドユー、
ハワイでのフォトウエディング・スパのアイランドレーベルハワイ、
旅行業・人材紹介事業の株式会社LURRA等、

商品力を強化し、 付加価値の高い結婚式を行うため、
内製化率の向上に取り組んでおります。

また、ブライダル以外の領域への展開も推進し、
さらなる収益力の強化を図ることが可能な体制となっております。



続いて、グループ会社における取り組みの具体例についてご説明いたします。

建築不動産関連事業の株式会社渋谷は、
施設の建設・改修時にグループ内発注が可能となることで、
コストの抑制や柔軟な対応に貢献しております。

また、オーダーメイドの建築用コンテナの企画・販売・施工を一気通貫し、
ブライダル以外の事業展開に大きく貢献しております。

ギフト・コンサルティング事業の株式会社タイムレスは、
婚礼ギフトの完全内製化により、利益率向上に大きく貢献しております。

ブライダルギフトのみならず、
近年は法人顧客向けのギフト開発・制作・販売などのサービスが
好調に推移しております。

自社運営のECサイト『アニクリオンラインストア』および
『THINGS MORE』との連携強化による、
一般顧客向けの商品企画・販売も視野に 販路拡大を計画しております。



続いて、パーティドレス等レンタルの株式会社アンドユーは、
列席者への各種衣裳レンタルを取り扱っており、
当社施設で実施される結婚式のみを対象としても、
年間40万人以上の参列ゲストへサービス提案が可能となっております。
今後、外販強化によるさらなる収益拡大を図ってまいります。

旅行業・人材紹介事業の株式会社LURRAは、
旅行業に関しては、結婚式参列のための移動やハネムーンだけでなく、
法人出張や企業の褒賞旅行手配まで幅広く対応しております。

人材紹介事業に関しては、 ブライダル業界に特化したサービス提供を通じて、
当社における人材力の強みを活かし、ブランド価値を高めてまいります。

広告代理店の株式会社Doは、特定の媒体に依存せず、
SNSなどを活用した費用対効果の高いアプローチにより
集客戦略構築に貢献しております。

同業他社からの引き合いも強く、
業界内でのポジショニングを確立しております。
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続いて、オンザページの成⾧ストーリーについてご説明いたします。

こちらは、オンザページとしての中⾧期的な成⾧曲線を
イラストで示したものです。

フェーズ1は、相互理解と事業基盤の構築、
フェーズ2は、成⾧ドライバーとなる施策の実行、
フェーズ3は、周辺事業の加速化、

以上、成⾧の段階を3つに分け、二次曲線的な企業成⾧を図ります。



フェーズ１として、相互理解と事業基盤の構築に取り組みます。
KPIに基づいた経営管理体制の確立を行い、出店・退店基準の明確化をいたします。

また、営業本部統合に先立ち、一部エリアを統合させ、
モデルケースを構築いたします。

フェーズ２として、成⾧ドライバーとなる施策の実行に取り組みます。
営業スタイルの最適化を全社的に実行し、受注活動におけるKPI向上を図ります。

また、CRM領域における収益力を強化すべく、
独自サービスの展開を推進し、新規事業立ち上げの取組みを本格化してまいります。

さらに、宴会需要や建築不動産事業の拡大など、
ティーケーピーグループの強みを活かした収益基盤の増強を行ってまいります。

フェーズ３として、周辺事業の加速化に取り組みます。
ホテル・レストラン・旅行・オンラインショップ・保険・写真映像・
不動産仲介サービスなど、
周辺事業の安定的かつ持続的な成⾧に寄与する施策を
断続的に実行してまいります。

また、新規事業の早期収益化による利益貢献を図り、
年間約１万組ずつ増加する既存顧客に対する
リテンションマーケティングの促進にも取り組んでまいります。

私からのご説明は以上となります。
ありがとうございました。
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